
専門基礎分野

人体の構造と機能

開講時期 ３年　前期・後期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回 骨格系、筋系

第４回 消化器系①（総論、口腔、咽頭）

第５回 消化器系②（食道、胃、小腸、大腸）

第６回 消化器系③（消化腺、腹膜）

第７回 呼吸器系

第８回 脈管系①（総論、心臓、動脈）

第９回 脈管系②（静脈、胎児循環、リンパ系）

第１０回 泌尿生殖器系①（腎臓、尿管、膀胱、尿道）

第１１回 泌尿生殖器系②（男性生殖器、女性生殖器）

第１２回 内分泌器系

第１３回 神経系①（脳、脊髄)

第１４回

第１５回

神経系②（末梢神経)

感覚器系（視覚器、平衡聴覚器）

区分１３ 授業科目名

細胞、組織②（支持組織、筋組織、神経組織)

解剖学 単位数
1単位

（３０時間）

細胞、組織①（細胞、上皮組織)

◆実務経験の内容

◆授業の目的・目標
解剖学の基礎的な理解のみならず、臨床診断を行う上で必要となる解剖学的構造について、知識と理解を深めるとともに、臨
床に応用できるスキルを身に付ける。

◆授業の概要・授業方針

解剖学は、ビジュアル的な理解が必要なので、教科書を用いての講義の他、画像を豊富に利用して視覚的なイメージが身に着
くよう授業をすすめていく。また、練習問題を行うなう中で理解を深めていく。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

臨床検査学講座　解剖学 主に試験によって評価するが、授業の取り組み
も加味する。

授業計画

佐伯　和信


